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平成 31 年度第５回 立川市入札等監視委員会審議概要 

 

開 催 日 及 び 場 所  令和元年 12月 26 日（木） 立川市役所 210 会議室 

出 席 委 員 氏 名  鈴木満 委員長、山田春紀 委員、榎本孝芳 委員 

審 議 対 象 期 間 令和元年８月１日～11月 20 日 

対 象 件 数 工事 42 件 委託  0 件 総件数 42 件 （備考） 

抽 出 案 件 工事 15 件 委託  0 件 総件数 15 件 

一 般 競 争 入 札 工事  9 件 委託  0 件 総件数  9 件 

特 命 随 意 契 約 工事  6 件 委託  0 件 総件数  6 件 

次 第 

１ 委員長あいさつ 

２ 議事 

(1) 審議 

平成 31 年度工事契約抽出案件について 

（令和元年８月１日から 11 月 20 日まで） 

(2) 報告 

ア コンプライアンス・業務点検月間の実施について 

イ 不正入札に関する情報報告書について 

３ その他 

委員からの意見、質問及びそれに対する回答 

意見・質問 回 答 

１ 委員長あいさつ 

 

 

２ 議事 

 (1)審議 

ア 平成 31 年度工事契約抽出 

  案件について 

  （令和元年８月１日から 

   11 月 20 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和元年８月１日から 11 月 20 日までに入札され

た 42 件の工事契約について、平成 30 年度の同一

期間との比較結果を説明する。 

・総価契約（以下、総価）・一般競争入札（以下、

競争）の契約件数は 36 件で平成 30 年度と比較

して 14 件増加した。平均参加者数は 4.0 社から

3.8 社に減少、単純平均落札率も 86.85%から

83.73％で 3.12 ポイント減少した。 

・変動型最低制限価格は全件が算定対象で、算定

した入札は 18 件で算定率は 50%であった。地域

要件は予定価格では全件が市内対象になるが、

過去の状況から市内から広げた入札は19件あっ

た。所在地区分は市内が 23 件で受注率は 64%で



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊工事内訳書が市の設計金額と業者

の内訳で大幅に違う場合がある。 

 

＊参加停止業者が入札に参加して事

後審査で無効になっていたが、な

ぜ参加したのか。 

 

＊規模の小さな工事は業者にとって

利益が得られず、入札参加者も少

ない。同じような工事は一つにま

とめる等、魅力ある案件にして発

注する工夫も必要である。 

 

 

あった。また、くじ引きによる入札及び低入札

案件（落札率が 50％以下）はなかった。 

 

・落札率 95％以上の総価・競争分９件について説明

をする。 

 「立川市道 2級 3号線ほか 2 路線路面補修工事」、

「錦第四学童保育所（仮称）整備工事」、「立川市

交通案内サイン整備工事」、「立川市柏町汚水中継

ポンプ場 揚水設備補修工事」、「立川市道西 15号

線路面排水処理工事」、「立鉄中付第２号線整備工

事」、「立川競輪場門扉設置工事」、「立川市立上砂

川小学校及び大山小学校ブロック塀等改修工

事」、「立川市立立川第四中学校万年塀等改修工

事」 

 

・入札中止・不調対応以外の総価・特命随意契約（以

下、特命）６件について説明をする。 

 「立川市清掃工場 焼却炉整備補修工事（その

２）」、「立川市交通案内サイン整備工事その２」、

「立川市錦町下水処理場 汚泥処理設備脱水機

(№2)補修工事」、「立川市清掃工場 クレーン設備

整備工事」、「立川市錦町下水処理場 汚泥処理設

備低段揚砂及び脱水ケーキ搬送設備補修工事」、

「立川市清掃工場 破砕機設備補修工事」。 

 

＊内訳書は業者の事情もある。施工はきちんと行わ

れている。 

 

＊参加停止にするタイミングによるもので、参加が

可能な時期に電子調達サービスで入札したため。 
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＊清掃工場や下水処理場の特命随意

契約が多い。 

 

＊プラント系の設備の工事や保守

は、特に技術力の確保されている

ことが大切である。 

 

 

 (2)報告 

  ア コンプライアンス・業務点検 

月間の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 不正入札に関する情報 

報告書について 

 

＊情報提供があった事実を踏まえ、入

札・契約事務にあたっては、常に見

られているという意識を持ち、疑念

を抱かれないように一層の注意を

払うこと。 

 

 

３ その他 

 

＊清掃工場や下水処理場は設備が古く、補修や整備

の可能な業者が限られている。 

 

 

 

 

 

 

 

・令和元年11月１日から11月30日まで実施された平

成31年度立川市コンプライアンス・業務点検月間

について、職員への啓発等の取組事項を報告する。 

 

＊立川市は、一般競争入札で談合を排除し、予定価

格の事前公表で官製談合防止法違反を防いでい

る。国は、予定価格の事前公表をやめるよう言っ

ているが、官製談合防止法の抵触行為を誘発して

いるのではないか。 

 

 

・情報報告と公正入札調査委員会の検討内容につい

て報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第４回入札等監視委員会で指摘のあった委託等契

約抽出案件（総価・特命）の「令和３基準年度立

川市標準宅地鑑定評価業務」について、市の選定

基準及び他市の契約状況を報告する。 

 

・次回の開催は２月20日（木）午前10時 

 


